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糖尿病は、膵臓から出るホルモンであり血糖を一定の範
囲におさめる働きを担っているインスリンが十分に働かな
いために、血液中を流れるブドウ糖という糖（血糖）が増え
てしまう病気です。進行するまで症状がでないことも多い
ですが、何年間も血糖値が高いままで放置されると網膜症、
腎症、神経障害、心筋梗塞、狭心症、脳梗塞、足壊疽など

の合併症につながります。ひとくちに糖尿病と言ってもそ
の原因、病状は個々人で異なります。当院の糖尿病内分泌
センターでは、患者さんひとりひとりに合わせた最善の医
療を提供するため、病状や生活環境を考慮して、多職種で
連携し、医師による診断、治療方針に基づき、部署横断的
なチーム医療に取り組んでいます。

□糖尿病による合併症

□当院の医療体制
患者さんの大部分は糖尿病の方で、次いで甲状腺疾患、

副腎、下垂体などの内分泌疾患（ホルモンの異常による病
気）が占めています。内分泌代謝・糖尿病の専門医も多数
在籍しており、内分泌疾患の治療にも力を入れています。
総合病院の特徴を活かして、他科との連携により、重症ま
で幅広く対応しています。

糖尿病患者さんの指導、教育も活発に活動しており、 

糖尿病患者友の会は滋賀県最古の歴史を有し、また当セン
ターは滋賀県糖尿病協会の事務局を担当しています。京都
大学や滋賀医科大学の臨床教育施設として医師の指導育成
にも貢献しています。糖尿病・内分泌専門医や糖尿病療養
指導士といった有資格者を中心に、最新の医療体制を目指
しています。

糖尿病内分泌センターは、それぞれ専門的な分野に精通した8つのチームが連携しながら治療を行う部門です。
医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、理学療法士、検査技師などが一丸となって患者さんの治療・指導をしています。

病棟指導チーム
糖尿病治療は近年進歩し、インスリン治療、GLP-1受容体作動薬をはじめ、カーボ

カウントや間歇スキャン式持続血糖測定器（isCGM）、インスリンポンプ療法、SAP療
法など多岐にわたります。

当院の7階西病棟では、日本糖尿病療養指導士4名、滋賀県糖尿病療養指導士5名を
中心に、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・理学療法士などが連携して、患者さん・
家族を支援・援助しています。

コロナ禍において集団指導（糖尿病教室）から個別指導に切り替えるために、各専門
職の特性を活かして病気の理解、薬物療法、食事療法、運動療法、生活指導などの
DVDを作成し、正しい知識の習得や合併症予防に向けて個別性を重視した支援を行っ
ています。また、「糖尿病内分泌科外来」や「フットケア外来」だけではなく、在宅療養
チームも含めた多職種で連携を図り、継続看護を行っています。今後も患者さんが病
気を持ちながらも“その人らしい生活”が出来るように、ご家族を含め一緒に考えてい
きたいと思っています。

1

栄養指導チーム
糖尿病治療において食事療法はとても重要です。食事療法の実践により、血糖値が

安定し、合併症の発症・進行の予防に繋がり、また、運動療法や薬物療法の効果も向
上します。

当院では、管理栄養士13名（うち日本糖尿病療養指導士2名）が入院・外来での栄養
指導を行っております。患者様の生活スタイルは様々であり、個々に合わせて、食品
の選び方や調理の工夫、食べ方などについて、具体的にアドバイスさせて頂いていま
す。糖尿病食は「制限」「美味しくない」「難しい」など、マイナスのイメージを持たれ
ている患者様は少なくありません。毎日の楽しい食事が負担となってしまっては、続
けることが難しくなります。私達は、あれもこれも否定するのではなく、無理なく実
践できる方法を患者様と一緒に考え、意欲を持って食事療法に取り組んで頂けるよう
努めています。

2

糖尿病内分泌センター
部署横断的なチーム医療で患者さんへ最善の治療を提供
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糖尿病内分泌センターの診療チーム紹介

薬剤指導チーム
薬剤師は日本糖尿病療養指導士2名、滋賀県糖尿病療養指導士2名を中心に糖尿病

療養指導を行っています。血糖コントロール・糖尿病教育入院患者さんへの服薬指導
や糖尿病教室（現在は、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、対面では行って
いませんが、糖尿病教室の内容をまとめて作成したDVDを個別でご覧いただき、そ
の後患者さんの不明点等を解消できるよう個別に相談できる場を設け、不安が残らな
いよう努めています。）、外来でインスリン自己注射を始める患者さんへの指導などを
通じて、薬による治療を必要とされる患者さんが、薬とうまく付き合って安全に安心
して療養を継続していただけるよう、患者さんおひとりおひとりに寄り添った指導を
心掛けています。薬についてわからないこと、困ったことなどありましたら、ご相談
ください。
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糖尿病透析予防チーム
糖尿病の合併症の1つである糖尿病腎症から、全国で年間16,000人 

の方が新たに透析導入となっています。早期の糖尿病腎症の方を対

象に、できる限り透析療法に進まないよう、医師、管理栄養士、看護

師が療養についてともに考えさせていただいています。採血や尿検査

を実施し、実際の検査数値に基づいて食事指導や生活指導につい

て個別に説明いたします。ご予約は糖尿病内分泌内科の主治医で

ご相談ください。

3

CSII/SAPチーム
CSII/SAPチームでは、インスリンポンプ治療の導入や継続の支援をしています。

CSII（Continuous Subcutaneous Insulin Infusion：持続皮下インスリン注入療法）と
は、インスリンポンプと呼ばれる小型の機械を用いた治療方法で、インスリン注入量
を時間ごとに設定できるため、従来のインスリン治療よりもきめ細かい血糖管理が可
能です。SAP（Sensor Augmented Pump）とは、リアルタイム持続皮下グルコース測
定機能がついたインスリンポンプ療法を意味します。グルコース値をリアルタイムに把
握できるため、患者さんの安心につながるとともに、低血糖が予測される際にはポン
プからのインスリン注入を自動的に一時停止して低血糖を防ぐこともできます。また最
新のSAP療法では、グルコース濃度に応じて基礎インスリン注入量を自動調整する機
能が加わり、血糖変動が大きい1型糖尿病患者さんの身体的・心理的負担を軽減す
ることが期待されています。近年のテクノロジーの進歩は著しいので、医師、看護師、
管理栄養士、検査部のメンバーでCSII/SAPチームを作って研鑽を積み、患者さんに
最新の技術を有効活用していただけるような支援を心がけています。インスリンポンプ
治療に興味のある方がおられましたら、外来でご相談ください。

糖尿病フットケア外来
糖尿病は進行すると神経障害や血行障害を引き起こすこととなり、

足の傷などがあっても気づきにくく、悪化すると感染症や足の切断を

余儀なくされることもあります。

フットケアチームでは足の観察方法を説明したり、爪のお手入れ

を行ったり、皮膚トラブル時の対応などを説明しております。ご予約

は糖尿病内分泌内科の医師にぜひご相談下さい。

運動指導チーム
運動療法は食事療法と共に生活習慣の是正に重要であり、血糖値の管理と合併症の

予防、および生命予後や日常生活動作能力の維持・向上に有用です。また、高齢化な
どで増加するサルコペニア（筋肉量が減少して筋力低下や身体機能低下をきたした状態）
やフレイル（加齢により心身が老い衰えた状態）、認知症、悪性腫瘍などの併存症の予防・
管理にも効果があります。当科では、理学療法士が糖尿病をもつ患者さんと共に個々の
体力、年齢、体重などの身体状況や生活環境に合った具体的な身体活動を考え、実践
に繋げています。実際の場面では、普段より少し活発に動くことから意識して始めて頂き、
無理のない範囲での歩行など、有酸素運動やストレッチ、筋力トレーニング、バランストレー
ニング等を段階的に進め、学びの中で行動変容を促していきます。運動療法は継続が
重要ですので、患者さんの嗜好に合った内容を取り入れ、楽しさを実感して貰えるように
工夫することにも努めています。また、運動前後での血糖値や体組成などの変化を可視
化してお伝えすることで患者さん自身の自己管理能力を引き出せるように支援しています。

検査解析チーム
検査部では、採血された血液や尿から血糖値やHbAlc、グリコアルブミン、尿糖

などを検査して、身体の情報を数字としてお伝えしています。また、皮下連続式グ
ルコース測定（CGM）、14日間連続してグルコース値を測定できるフラッシュグルコー
スモニタリングシステムである「FreeStyleリブレ」や、リアルタイムCGMを併用し
たインスリンポンプ療法であるSAP療法のデータの解析をしています。寝ている間
の低血糖や高血糖、食後の異常な血糖上昇、また早朝の血糖上昇なども確認するこ
とができます。患者様にも日内の血糖変動をグラフ化して、分かりやすくお伝えし
ています。スマートフォンが普及するようになり，CGMやインスリンポンプのデー
タがクラウドで管理されるようになり，家族や医療機関と遠隔での連携も可能にな
りました。薬や運動の効果、食事と血糖の関係、睡眠中の血糖の変化などが分かり、
より快適に日々の生活が送れるようにサポートして取り組んでいます。
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協力医療機関のご紹介

住 所
T E L
診療科目

大津市二本松1-1ブランチ大津京2階
077-526-8800
内科、糖尿病内科、循環器内科

住 所
T E L
診療科目

草津市駒井沢町407-1
077-568-5333
循環器内科

草津ハートセンター
［ 院 長 ］  許 永勝

［副院長］  辻 貴史、［循環器科 副部長］  西尾 壮示
［ 院 長 ］  大槻 克一

アピールポイント
草津ハートセンターは「最新の医療技術で確かな医療の提供」

を基本理念に入院病床（19床）を有する循環器専門施設として
2006年に開院しました。 虚血性心疾患（狭心症、 心筋梗塞）
に対するカテーテル治療、 不整脈疾患に対するカテーテルアブ
レーション含め地域の循環器疾患に貢献してまいりたい所存です。

大津日赤との医療連携について
大津赤十字病院との連携は患者様の紹介・受け入れをより円滑

に、医療の質をより向上させるなどにより、地域住民により安心・
安全・安定な医療を提供できると確信しています。

診療時間 月 火 水 木 金 土

9:00〜12:00 ● ● ● ● ●

15：00〜18：00 ● ● ● ●

診療時間 月 火 水 木 金

9:00〜12:00 ● ● ● ● ●

15：00〜17：30 ● ● ● ● ●

おおつき内科クリニック

アピールポイント
何でも気軽に相談していただける「かかりつけ医」を目指して

2022年1月にブランチ大津京に開業いたしました。心臓血管病、
糖尿病を中心に、高血圧、脂質異常症、痛風、甲状腺疾患など 
内科全般の診療を行っています。患者様がより良い健康状態で暮
らせるように日常的な診療や健康管理でお役に立てれば幸いです。

大津日赤との医療連携について
開業以来、大津赤十字病院には、循環器内科、糖尿病内分泌

内科、消化器内科をはじめ多くの診療科で大変お世話になってい
ます。かかりつけ医には、大切な患者様を安心して委ねることがで
きる専門性の高い基幹病院が不可欠であり、いつも快く受け入れ
をしていただいている大津赤十字病院にはとても感謝しています。

なが やま整 形 外 科
［ 院 長 ］  永山 宗一郎

アピールポイント
2021年5月、 大津市におの浜に開院いたしました。JR 膳所

駅より徒歩約10分です。理学療法士による、運動器リハビリテー
ションに力を入れております。変形性関節症による膝、 股関節の
痛みの治療を得意としております。人工関節の術後、術前のご相
談も承ります。骨粗鬆症の検査、治療も積極的に行っております。

大津日赤との医療連携について
勤務医時代の経験を活かし、地域病院の先生方のご負担を少し

でも軽減できるようにと考えております。骨折や、 人工関節術後
のリハビリ、術後の処置などご用命ください。骨粗鬆症の治療は
自己注射の指導も積極的に行っております。ご紹介いただければ
当院で指導、 注射の継続をいたします。今後ともよろしくお願い
いたします。

住 所 

T E L
診療科目

大津市におの浜3-5-13 
クリニックステーション大津におの浜2階
077-548-6841
整形外科、リハビリテーション科

住 所
T E L
診療科目

大津市坂本7-6-11
077-578-5880
内科、循環器内科、呼吸器内科、糖尿病内科

山 田 内 科
［ 院 長 ］  山田 哲博

アピールポイント
循環器が専⾨で博⼠号を取りましたが、当院では循環器・呼吸

器・糖尿病・⾼脂⾎症等の⽣活習慣病⼀般を中⼼に診ており、往診・
ワクチン・健診等の地域のニーズにこたえ、 約20種の新薬の開
発治験をしました。近隣の開業医の先⽣と診診連携・⽇⾚などの
基幹病院とは病診連携を取り、専⾨外や⾼度な医療にも対応して
おります。

大津日赤との医療連携について
PM 埋め込み・カテーテル治療（アブレーション）では循環器

科、 肺がん治療では呼吸器科、 他に糖尿病内科神経内科をはじ
め殆ど全ての専⾨科と密な連携を取り合い、紹介・逆紹介いただ
いております。緊急時のホットラインは繋がりが良く、安⼼感があ
り、Fax の返信も速やかで確実丁寧で⼤変助かっており勉強にな
ります。

診療時間 月 火 水 木 金 土

9：00〜12：00 ● ● ● ● ●

15：00〜18：00 ● ● ● ●

診療時間 月 火 水 木 金 土

9：00〜12：30 ● ● ● ● ●

17：00〜19：45 ● ● ●
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〒520-8511  滋賀県大津市長等1丁目1-35　
TEL.077-522-4131　FAX.077-525-8018　
https://www.otsu.jrc.or.jp　

QRコードからホームページが
ご覧いただけます

京阪石山坂本線京阪石山坂本線

旬の食材の料理のご紹介
季節のレシピ Okara Korokke

おからコロッケ

1玉ねぎと人参はみじん切り、ひじきは水でもどしておく。フライパンにサラダ油を入れ、玉ねぎ、
人参、ミンチをしんなりするまで炒める。

2 100㏄位の出汁を入れ、そこにおからとひじきを入れ、水分がなくなるまで炒める。軽く塩
コショウをし、しょうゆ、砂糖で味を整える。

3火を止めてバター1かけ加え、よく混ぜる。粗熱がとれたらバットに入れて冷蔵庫で1時間ほ
ど寝かせる。

4 6等分にして、小麦粉をつけ溶き卵にくぐらせてパン粉をつけ、サラダ油で揚げる。

• おから（生）･･････････････2カップ
• 合挽ミンチ ･････････････････ 60g
• 人参････････････････････ 1/4本
• 干しひじき･･････････････ 一つまみ
• 玉ねぎ･････････････････ 中1/2個
• 青葱････････････････････ 1/2本
• だし･････････････････ 100㏄程度
• 上白糖･････････････････ 大さじ1
• しょうゆ ･････････････････ 大さじ1
• 塩コショウ･･････････････････少々
• バター ････････････････････ 10g
• サラダ油･･････････････ 大さじ1/2
• 小麦粉・パン粉・溶き卵・サラダ油（揚げ用）
　　 ･･････････････････････ 適量

【作り方】【材料】（6人分）

栄養について

おからは豆腐や豆乳を作った際に生成され、食物繊維を豊富に含みます。食物繊維には糖
質の吸収を穏やかにし、腸内環境を整える作用があります。
代表的な料理はおからの炒り煮ですが、コロッケやお菓子の材料としても利用できます。
おからを使ったコロッケはポテトコロッケに比べて、たんぱく質が多く、糖質は少なくなります。


